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第５５号 

 

執筆者 

＠短信 

山岸 若菜  

訪問看護の仕事をする上で大切なこと

の 1 つにトイレの確保があります。訪問先

には車でまわるので、移動距離も長くわざ

わざトイレのために事務所に帰ることもで

きません。ドラッグストアやスーパーなどト

イレがあるお店を把握しておくことが大切

なのです。もちろんコンビニでトイレを借り

ることもありますが、コンビニでトイレだけ

借りて出ていくわけにもいきません。ちょっ

としたものを買うことになるので、私はそう

いう時『チョコボール』を買うことに決めて

います。 

何と言っても 100 円以下！そして運が

良ければエンゼルが出てくるかもしれな

い！と思って買い始めたのですが、かれ

これ十数年。少なく見積もって、月 2 個買

ったとして年 24 個、仮に 10 年として 240

個。ジワジワ値上がりしてるけど1個80円

として 19200 円。まあまあ貢いでると思う

のですが、いまだに金のエンゼルも銀の

エンゼルも見たことなし！ほんまにおるん

か？ 

そろそろ森永に疑惑を持ち始めました。

今は特別サービス期間でエンゼルが出て

くる口が 2 つに増えてるんです。20000 円

貢ぐまであと 10 個。ここで現れてくれない

とさすがに出るとこ出なあかんかなと思っ

てます。 

ある訪問看護師のアタマの中 

P３２５～ 

宮井 研治  

今回の本編は「支援の資源としての音

楽」についてです。私の個人な支えとして

の音楽について書きました。たぶん、音楽

は支えになっているという話に賛同してく

れる方も多いと思います。前回までは「面

接の話」なんて書いてきたのに、今回、た

ぶんその次も「音楽」がいかに人を支える

かの個人的音楽遍歴を書きます。「No 

music、No life！」我ながら、よいキャッチコ

ピーだなんて（オリジナルではありません

が）悦に入っておりました。 

 

ところが、amazon の書籍を見ています

と『ジンセイハ、オンガクデアル』という本

のタイトルが目に飛び込んできたではあり

ませんか！びっくりしたわ！作者は、ブレ

イディみかこさん。『ぼくは、イエローで、ホ

ワイトで、ちょっとブルー』というベストセラ

ーになった本の作者さんと言えば、気が

付かれる方も多いのではないかと思いま

す。で、同じようなことを考えている人がい

るのだなんて、まだ読んでもいないのに勝

手にシンパシーを覚え、読んでみました。

一言で言えば「おもろい！！！」「ぶっとん

でる」「こういうことやで」と深く共感してしま

いました。もちろん、彼女の場合、パンクと

いうジャンルの音楽が中心にすえられる

のですが、音楽がなかったら、イギリスに

もいかなかっただろうし、伴侶も子どもも、

ましてや文筆活動もすることはなかったと

いうことが、まさにパンクな筆致で書かれ

ていました。圧倒されました。そしてあの

『ぼくは、イエローで、ホワイトで、ちょっと

ブルー』の作者のブレイディみかこさんと

は違う形で再度ファンになりました。 

ブレイディさんの著書には比べるすべも

ありませんが、音楽が人生に与える影響

というより、「人生＝音楽」であるという強

いテーゼに後押しされて、今回の投稿を

仕上げました。 

 人生は対応のヴァリエーション 

P３３２～ 

内田 一樹  

2度目のコロナウイルスへの罹患

後、どうにも気持ちがあがらない日々を

送っています。コロナウイルスの後遺

症か抵抗力も落ちているようで、体調も

あまり万全ではないこともそれに拍車

をかけているのかもしれません。なんと

か休み休み残りの今年を終えて暖かく

なるまでやり過ごそうと思います。 
社会科の授業を 

対人援助学の視点から 

P310～ 

中谷 陽輔  

  11 月上旬に、家族で福井県立恐竜博

物館および併設されているかつやまディノ

パークに行ってきました。恐竜好きの 5 歳

の息子にとっては聖地のような場所で、2

年間で 3回目の巡礼となりました。 

しかも今年リニューアルオープンしてい

たので、その勢いにあやかって(!?)、地域

のハロウィーンのときに着た、恐竜の全身

パジャマを着ていくことを提案したら、息子

(5歳)はノリノリ。2歳の娘も、兄につられて

ノリノリで、兄妹ともに恐竜パジャマで、旅

の恥はかき捨てとばかりに敷地内を闊歩

しました。するとパークの広報の人から声

をかけられて写真＆公式 SNSにあげてい

いですか？といわれたので、つい気を良く

してOKし、数週後に確かにアップされまし

た。 

 そんな日のことを、これまた気をよくして

ここで書いているのですが、原稿でコソダ

テにおける「コントロール」について書いて

おきながら、我ながら、自身の「コントロー

ル」がどれだけできているのか怪しいな、

なんてことも書きながら思ったりしていま

す。引き続きよろしくお願いいたします。 

コソダテノシンリ 

P300～ 

櫻井 育子  

ここ数年、なぜか 11 月といえば関西方

面に出かけていた。旅をするようになった
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のはそれこそ東日本大震災後、である。

それまでは自分のエリアで自分の仕事と

自分の活動でいっぱいで、地域以外の誰

とも出会うことがなかった気がする。旅行

もしなかった。借金（奨学金）を返すことで

いっぱいで、教員になってお金を得たとし

てもそれは「わたしのもの」ではない感覚

だった。すべての感覚が壊れたのが、震

災だった。「恩を返すこと」「目の前にある

大変な人を救うこと」のようなものにだけに

とらわれてしまい、自分自身の感情をだい

ぶ鈍感にしてしまっていたんだろう。ところ

が震災ではすべての感情も何もかもが本

当に「ゼロ」になった感覚だった。そもそも

わたしには居場所がない（実家がない）、

という体験があって「すべての場所がわた

しの居場所である」に変わるまでのストー

リーがわたしにはある。好きなところにい

けばいい。長く続く、というのは変化がな

いのではなく、小さな自己変容を繰り返し

続けている、ということでもある。フリーに

なって無意識で選んできた「行き先」には

何か意味がある、と思えるようになった。

そして、おそらくそれは場所の方から「呼

ばれた」と思っていたのだが、どうやらい

つも居心地のいい場所は相思相愛。今回

の広島をきっかけにまた関西方面の皆さ

んとのつながりが濃くなった。出会ってい

ただき感謝です。 

shukou0122@gmail.com 

https://ikuko-sakurai.com 

わたしはここにいる 

Ｐ２９６～ 

鳴海 明敏  

児童心理治療施設の園長室から

～こかげのにちじょう～ 

県庁職員を定年退職した翌月に新規開

設された、情緒障害児短期治療施設（現

在は、児童心理治療施設）の園長を引き

受けてから、１４年目に入っています。 

園長室には「こかげ」という名前がつけ

られています。ということで、サブタイトル

は「こかげのにちじょう」とします。紹介す

る子どもたちについては、それなりのカモ

フラージュを施しています。 

児童心理治療施設は、東北・北海道で

現在５か所が運営されています。それらの

施設持ち回りで年１回ブロック研修会を開

催しています。今年度は、札幌市の施設

が担当で１１月１６日、１７日の一泊二日

の日程で開催されました。 

一日目は、札幌市の子ども未来局子ど

もの権利推進課の子どもの権利推進担当

係長さんから「子どもの権利・擁護につい

て」というタイトルで札幌市の取組につい

てお話していただきました。お話の内容は

さておいて、課の名称とご本人の肩書が

ストレートでびっくりしました。全児心で

は、今年度の第一回施設長会議におい

て、今後協議会の中に子どもの権利擁護

の委員会をつくる必要があるのではない

かという議論があったのですが、今回の

企画は、そのような動きを受けてのもので

した。 

二日目は、事例を基にグループで話し

合いをするという研修で、おおぞら学園か

ら事例を提供しました。事例について、時

系列に沿って少し説明して小グループで

話し合い、その内容を全体でシェアして、

また少し説明をして話し合いをするという

ような進め方でした。 

この事例は、へらへらと何の悪気もない

ような様子で無断外出や未帰園を繰り返

したり、学園生活のルールを勝手に破りま

くるという ASD傾向の高校生女児のケー

スだったのですが、私の参加したグルー

プは、施設職員と児相職員と分教室の教

諭という立場の違う人がメンバーだったの

で、活発な話し合いができて面白かったで

す。 

11月２３日から２５日までは、二泊三日

の日程で八戸カウンセリングセンター主催

のカウンセリングワークショップに参加して

きました。参加者は 10名前後で、いつも

の相変わらずのメンバーなのですが、今

回初めての参加者（６３歳）がお一人居

て、その方が参加者中の最年少者でした

という状況でした。ということで、話し合い

のテーマは、死についてどう思っているか

とか、どうしたら次の世代につなげるかと

いうことでした。 

児童心理治療施設の園長室から 

～こかげのにちじょう～ 

P293～ 

高木 久美子  

今回は、とても楽しかった学会広島大

会のことをメインで書きました。マガジンの

読者として見知っている方にリアルで会場

でお会いすると感慨もまたひとしおです。 

ありがとうございました。 

ヨミトリ君は主に東海地区遷延性意識

障害者と家族の会の会員さんの紹介で広

がってきていましたが、最近、インターネッ

トで探し当てて直でお問合せや支援のご

依頼をいただくことが増えてきました。少し

でもお力になれるよう一層がんばります！ 

ヨミトリとヨミトリ君でご一緒しましょ！

Ｐ283～ 

原田 希 

祖母が亡くなってもうすぐ２年になろうと

していますが、朝ドラのブギウギを見て

「笠置シヅ子ってどんなほどスターやった

ん？」って祖母に聞いてみる想像をしてい

ます。「そら、大スターや。聴くだけで元気

がでたで」と言って、一節歌ってくれたやろ

うなあ。祖母の声までありありと頭に蘇る

んやから、そばにいるのといっしょやけど

…やっぱもっともっと聞きたいことあるなあ

…と思うのです。 

原稿を書く際、テーマに関連することが、

昔はどうだったのか？を牧場の両親に聞

き取りするのを習慣にしていますが、たわ

いもない昔話を聞けるひとが近くにいる幸

せをしみじみと感じています。 

原田牧場Note 

P２１２～ 

野中 浩一   

 

野中浩一（2023）『カウンセラー、元不登

校の高校生たちと、フリースクールをつく

る。─学校に居づらい子どもたちが元気

に賑わう集団づくり』遠見書房 

 このマガジンの連載（の一部）が本にな

りました。特に思春期から青年期の支援

をしている、対人援助職の方に向けて書

いたものです。タイトルは長いですが中身

mailto:shukou0122@gmail.com
https://ikuko-sakurai.com/
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は読みやすくなっていますので、よければ

ご一読ください。 

 話は変わり 11 月、対人援助学会の 15

回大会が広島の比治山大学で開催され

ました。私が近県島根に住んでいることも

あり、久しぶりに参加させていただきまし

た。マガジンの著者の方々にもお会いす

ることができ、アットホームな中でも刺激に

あふれた素敵な大会でした。 

著者の方とお会いした後のマガジンの

文章からは、これまでとまったく違う彩を

感じました。事務局の皆さま、お世話にな

りありがとうございました。 

「島根の中山間地からWork as Life」 

P274～ 

畑中 美穂  

義父が亡くなった。危篤の報せには間

に合わなかったが、最期は義母が手を握

って看取ったとのこと、義父にそっと「よか

ったね、お義父さん」と声をかけた。後日、

法事を前に義実家の庭を掃いていて、見

上げると柿が生っている。何年か前、義父

が袋いっぱいに柿を下げて届けてくれたこ

とがあった。口数が少なく、その時も何か

気の利いたことを言うわけでもなかったが、

にこにことして「庭で採れたから」と渡してく

れた。 

「今年は、採る人がいませんね」。 

 そう思ってみていると、鳥がやってきて

啄んだ。やがて実も朽ち地面に落ちて、新

たないのちの循環に溶けてゆくであろう。

義父が産まれてからずっと暮らし、きれい

に手をかけてきた庭に、鮮やかなオレンジ

の珠がにぎやかであった。 

一語一絵 

P259～ 

渡辺 修宏 

2023 年夏、毎日暑い日々が続いていま

す。暑い日に「暑い暑い」とつぶやくと、実

際以上に暑いと感じるものです。心頭滅

却すれば火もまた涼しと言いますしね。 

でもかといって、暑くないよ、とか、ちょう

どいい、とか、しまいには、寒いくらだ、つ

ぶやくと、家族をはじめ、周囲の方々に変

な目でみられます。 

その確率 100％です。・・・だから結局、

暑いとか、暑くないとか、そういった問題を

問題として認知しないのが一番なのです。

爆。 

対人援助実践をリブートする 

この一冊  

Ｐ269～ 

米津 達也  

『朝日が差し込む窓際の洗面台』（予告） 

https://www.youtube.com/watch?v=S4qN

sEfUssc 

短編映画を撮りました。私が学生だった

20 年前は 16mm キャメラを担いで、フィル

ムを切って貼って編集していた時代。今は、

簡単、キレイに誰もが手軽に撮って公開

できる時代です。一度は諦めた映画製作

を、20 年を経てまたここに戻ってこられた

のはとても幸せなことだと思っています。 

川下の風景 

Ｐ233～ 

本間 毅 退院支援研究会 

 マティーニ飲んでバタンキュー 

11 月に広島で開催された第 15 回大会

で「ワークショップ 1」を企画させてもらった。

テーマは、｢多様で持続可能な対人援助

に必要な知について｣である。「画一的で、

その場限りに見える援助」を見るにつけ、

私は日頃から問題意識を憶えていた。「制

度や組織の方針など、理屈ばかりでなく、

クライエントと援助者の感性を大切にしよ

う」という主旨を説明しようと理屈を並べた

てているうちに、私は「自家撞着状態」に

陥ってしまっていた。気を引き締め直し「広

島の人々」への敬意を新たに再出発した

時には、10月も末になっていた。 

今号ではまず、「広島大会 企画ワーク

ショップ１のご報告」をする。ワークショップ

の中で、対話と指導を賜った中村正教授、

村本邦子教授、そして参加者と主催者の

皆様に深謝致します。次いで、ワークショ

ップの準備で参照・引用した文献に私が

応答する形で、「幾度となく会い、語り合う

ことの意味」を今号と次号に掲載する。 

新潟・広島間は、新幹線で片道6時間。

かつて新潟・水俣間を国鉄で移動された

皆さんの苦労を思えば大した手間ではな

い。が、準備の段階でかなり消耗してしま

い、発表当日の夜は外出する気力もなく、

宿泊先のホテルのレストランで夕食をとっ

た。いつものようにマティーニを飲んで、お

子様ランチのハンバーグ大のステーキを

食べているうちに意識が朦朧としてきた。

誤嚥しないよう肉をワインで流し込み、自

室に戻ってシャワーを浴びたらバタンキュ

ー。喉が渇いて目が覚めたのは、まだ深

夜 2時だったので、ビールを 1缶飲んで翌

朝は快調に目覚めた。さあ、2 日目も頑    

張ろう！                  ！       

 

幾度となく会い、 

語り合うことの意味 

P240～  

玉村 文   

前回に引き続き、子どもの体調不良か

ら始まった一家全員インフルエンザに感

染してしまいしばらく寝込んでいました。夫

は人生で初めてのインフルエンザ感染だ

ったようで、そのうえ最も症状が重く、こん

なにしんどいのかとしばらく引きずってい

ました。子どもたちは比較的軽症で、親の

方が子どもの看病も含めて立ち上がるの

も億劫になるほど重症になったことはきっ

と子育てあるあるなのでしょう。なんとか

秋の行事の運動会や遠足には参加でき、

子ども達の成長を感じる季節でもありまし

た。 

応援 母ちゃん！ 

P220～ 

川畑 隆   

また「ここへ行ってきました」という話で

す。はじめての出雲大社と足立美術館に

行くついでに、“VIVANT の郷”に寄ってき

ました。奥出雲のまだ奥の山の中、宇治

の自宅からクルマで５時間でした。TV ドラ

マ『VIVANT』の主人公の父の故郷で、そこ

には櫻井家住宅とその歴史的資料が納

められた可部屋集成館があり、阿部寛と

井上順が座っていたあの座敷がちゃんと

ありました。やはり VIVANT 効果でしょう、

人出は多く、蕎麦屋にはまだ昼過ぎにも

かかわらず「本日の営業終了」の看板が

出ていました。 

 やはり古いものには心惹かれます。出
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雲大社もそうでしたが、なんかやっぱり

“すごい”ですね。足立美術館の横山大観

の絵もよかったし、日本画の魅力に浸りま

した。そしてあのNo1と言われる美術館の

庭園は「見事！」の一言に尽きました。 

 

  さて、拙著『子ども家庭支援の勘ドコロ～

事例の理解と対応に役立つ６つの視点』

が明石書店から発売されました。①子ども

家庭への支援業務～福祉臨床現場なら

ではの視点と協働②発達相談場面での

保護者への対応～その子の一番の専門

家は保護者③子ども虐待による死亡事例

から考える～収束的に拡散的に④要保護

児童対策地域協議会の充実のために～

「狭く深く」と「広く浅く」⑤子どもへの対応

をめぐる事態にかかわる～後手から先手

に⑥子ども福祉臨床の現場への支援～

「仕方がない」ではないかもしれない…の

６章からなる小ぶりな本です。市区町村の

児童福祉担当課や児童相談所の職員に

読んでもらえればと願って書きました。 

ザイコロジー 

Ｐ215～ 

高名 祐美 

１０月９日。５人目の孫が誕生した。次

女に二人目の子ども、女児だった。次女

は、兵庫県西宮市在住、私は石川県在

住。長男３歳がいるので、今回は里帰り出

産しないと娘は決めていた。帰ってくれば

いいのにと思いつつ、娘の夫が育児休暇

を２ヶ月取るというので、こちらから出向く

ことにした。「遠いから、無理してこなくて

いいよ」という娘。こっちは娘や孫が気に

なって仕方ない。予定日の１週間前に３日

間、西宮へ行く予定を立てた。娘は「生ま

れてないのに」というが、地域や娘の家族

の生活を知りたくてでかけた。結果、私が

滞在中に陣痛がきて、出産を迎えた。そ

の日、長男は発熱し、生まれたベビーは

念のためというも出産後大学病院の

NICUへ救急搬送。私は一日予定を延長

することになった。娘の夫から、「もう一晩

いてくれませんか」と頼まれたっこともなん

だか嬉しかった。来てよかった、西宮に。 
P235～ 

松岡 園子 

 今年の 10月、以前に 1年間通った小説

の学校へ再入学しました。文章を書くこと

をもう少し深めてみたい、他の方の作品も

もっと読んでみたいと思い、また 1 年やっ

てみることにしました。選択したのは「詩と

エッセイ」コースです。毎週作品をつくり、

先生やクラスの皆様にみていただいてい

ます。詩は引き算だそうで、短いからこそ

何を伝えたいのか考えますし、たった一文

字の違いで言葉の意味が変わります。

「私は
・

」なのか「私が
・

」なのか？ そんなこ

とで何分も悩んだりします。 

 

統合失調症を患う母とともに 

生きる子ども 

 Ｐ205～ 

杉江 太朗 

児童家庭福祉関連施設で働く杉江です。

以前、仕事でパチンコ屋に行くことがあり、

事情があってパチンコ屋に紛れないとい

けない状況にいました。そのとき、葉っぱ

を隠すには森に・・・ではないですが、パチ

ンコ屋で紛れるためには、パチンコをする

方が良いのではないだろうかという考えが

出てきて、いやいや、仕事中だぞ、でも仕

事でパチンコ屋にいるわけだし、そもそも

そのお金は私費になるのか、公費になる

のか、仕事中に、仕事としてパチンコをす

るのだから公費か、でも当たりが出た場

合、その分は公費になるのか、でも自分

の運で当てたわけだから、うーん、という

か、当たりが出てしまうと、すぐに席から外

れられないもんな、いやーでも、うろうろし

ているだけじゃ怪しいぞなんて、考えなが

ら、倫理的に仕事でパチンコ屋にいたとし

ても、パチンコ等するわけないのですが、

しょうもないことを考えながら業務に当たっ

ていました。結局は、当たりそうなパチンコ

台を探す人になりきって、パチンコ台を見

て回る、たまに立ち止まり、データを見て、

うーんと考えるふりをしていました。頭の

中ではしょうもないことばかり考えていま

す。 

「余地」-相談業務を楽しむ方法- 

Ｐ202～ 

浅田 英輔 

令和５年１０月は大変だった。①団先生

の研修会の一日が終わり、夕方、疲れて

たんですね。細い道で IN を攻めすぎてガ

ードレールに左脇をゴリゴリゴリと。ドア２

枚から後部フェンダーからバンパーまでホ

ワイトラインを刻みました。②市役所を訪

問して打合せ。いつものように Mac を開く

と、ん？真っ暗？んん？？電源が入らな

い。待ってもつかない。修理屋さんに問い

合わせてみると「基盤だと思います。９万

円くらいです。」って。９万はないでし

ょ！？！（まだ直してない）③インフルエン

ザ。まだコロナにもなってないのに。寒くて

寒くて頭がいたい。結構つらかった。 

 クルマ、Mac、本体と、結構大事にしてる

ものがやられてしまった１０月だった。Mac

はまだ直していない！ 

臨床のきれはし 

Ｐ９７～ 

三浦 恵子 

 私は介護等帰省で満席の新幹線に乗る

機会が多く、コロナが五類になっても介護

帰省前には抗原検査等をしていました。

そのうち、検査結果が「陰性」であれば、

多少の体調不良であっても大丈夫だ、と

考えるようになっていました。 

 実はそれこそが体調管理の盲点でした。

この夏には帯状疱疹に罹患し、お盆時期

でもあり初期対応が遅れ、一時は三叉神

経の痛みで左目が十分に開きませんでし

た。現在も後遺症の治療を受けています。 

「高齢女性は注意」ということももちろん

知っていましたが、「高齢者＝65 歳」と考

えていた私は、80 代の後半義母や前期・

後期高齢者の親族を心配していました。 

しかし実際に、帯状疱疹の罹患やワク

チン接種について注意喚起を行うターゲッ

トとなっているのは「50 歳以上」でした。

「50 歳以上が高齢者って、いつの時代や

ねん」「サザ〇さんの世界かい」と貼られ
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ているポスターに突っ込みを入れ、その後

自分がしっかり「50歳以上＝高齢者とする

枠」に入っていることにショックを受けたの

でした・・・。 

 「高齢者」を何歳からとするのかは時代

によっても異なります。かつては「60 歳以

上」であったところ現在は多くの機関が「65

歳以上」となっています。 

 帯状疱疹の痛みは発疹が引いた今も長

く続いています。現実の後遺症には対処

療法的であっても治療薬はあります。ただ、

「50 歳以上＝高齢者」という枠にまるっと

入ってしまったと知った時の心の痛みは、

43歳で「老眼」になってしまった時に次ぐも

のであり、しかも癒す手段がないまま、年

を越そうとしているのでした。 

更生保護護官署職員 

（認定社会福祉士・認定精神保健福祉士） 

現代社会を『関係性』という 

観点から考える 

Ｐ191～ 

迫 共 

年末になると１年間を振り返り、今年の

出来事や少ないながら成果をふり返る時

間を持ちます。今年の成果の第一は、学

会大会をなんとかやりおおせたこと。ご協

力くださった皆様に感謝します。 

 それにしてもいろいろな方が亡くなる年

でした。坂本龍一、KAN、谷村新司、大江

健三郎、森村誠一、りゅうちぇる、財津一

郎、大川隆法に池田大作…。一世を風靡

した有名人が世を去ったことは寂しいもの

です。亡くなった人を話題にするなんてと、

年をとったことを実感します。私は当面、し

ぶとく生きていくつもりですが、自分の役

割を全うできるように、と思った次第です。 

-- 

保育と社会福祉を漫画で学ぶ 

P198～ 

黒田 長宏 

清宮幸太郎のヒット（以上）とサードの

守備と（半年休憩）、渡瀬恒彦の『タクシー

ドライバーの推理日誌』（録画する）が近

頃のお気に入り。 

https://konnankyuujotai.jimdofree.com/ 

あぁ結婚 

Ｐ166～ 

松村 奈奈子 

今年の秋の旅は石見銀山を見に島根

にドライブ。鉱山めぐりが好きで、楽しみに

していたのですが、今回の旅で一番感動

したのは石見銀山ではなく石見神楽でし

た。厳かな歴史ある神社で見た神楽の舞

は、想像以上に迫力があり、独特のお囃

子に酔いながら 1時間見入ってしまいま

した。 

 

旅館でテレビをつけると、地元の高校

の文化祭の風景が放映されていました。

その中には神楽部の発表があり、高校生

が熱心に太鼓や笛を奏で、神楽を舞って

いる姿があって驚きました。神楽は興業化

されておらず、地元の人が自分の仕事を

しながら、お休みの日にされていると聞き

ました。子どもの頃から、神楽と共に生き

ていて、伝統芸能をまもる意識の高さに、

素直に感動しました。 

精神科医の思うこと 

Ｐ137～ 

柳 たかを 

墓じまい「千の風になって」 

 自分が死んだあとのことを正面から考

えることが、恥ずかしながらあまりなかっ

た。 

妻の父親の母、妻の母親の兄(海軍水

兵、フィリピン沖で戦死・遺骨ナシ)他、4人

〜5人の先祖の遺骨を埋葬していた古い

お墓、われわれも歳を重ねたし、子もいな

いのでまもなくこのお墓のおまいりや管理

を続けられなくなる。 

そこで(墓じまい)をすることになった。遺

骨を掘り出したあと合葬法要をしていただ

けるお寺を探し、そちらに移っていただく。 

不勉強で知らなかったが、火葬され骨

壷に入れ埋葬された遺骨はお墓の中でか

なりの期間、形を留めるが、遺体を入れた

棺をそのまま土葬した場合は、時を経ると

骨をふくめ何も残らなくなるという、まあ土

中微生物の働きを考えるとそうなのかなと

…。 

先日、法要のあとこの墓の遺骨掘り出

しをしていただいた。周りと少し違う色の

土が所々見られたが、それ以外に何もあ

りませんと。 

「ああ ここは土葬だったのか…」 

結局、あたりの土を少し回収し、予定の

お寺さんに持ちこみ供養をお願いする。 

このごろ僕は人の死は自然のことで、さ

わぐことではないとの思いがつよくなった。 

日本画家の父が亡くなる前、病院に見

舞いに行ったが、呼吸用の酸素チューブ

を口内に挿入される前で、少し会話ができ

た。 

結核ではないが肺を患っていた父、声

はしわがれていたけれど、目をあけて見

舞い客が僕とわかると冷静な口調でボソ

ッと「◯ぬのなんて ぜんぜぇんこわぁない

よ…」と。ああそうかと、すぐ「わかってる

ヨ」と返した。それから少し日をおいて葬儀

になり見送った。 

兄姉と相談して父と母のお墓は作ら

ず、四天王寺に位牌を持って行き供養を

お願いし、その後、8月の万灯供養に行き

手を合わせて来た。 

気がつくと秋川雅史さんの歌う「千の風

になって」の歌詞が、身にしみる今日この

頃です。 

東成区の昭和 思い出ほろほろメモ 

Ｐ143～ 

団 遊  

10 月 1 日からアソブロックの三代目社

長になりました。社長の座を退任し、後進

に任せたのが 2 年前。気分的には「恥ず

かしながら帰って参りました」なのですが、

なったからには、J Soul Brothersに負けな

い三代目にならないと、と意気込んでいま

す。 

 社長に帰還した理由は二代目社長の独

立（自分の会社を持ちたい）です。人の成

長支援プラットホームを存在意義とするア

ソブロックなので、それ自体は悪い結果で

はなく、どちらかというと成果だと思うので

https://konnankyuujotai.jimdofree.com/
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すが、想定外だったのは、また私が社長

になったこと。ただ、こうやって元気に戻れ

たのも、委譲が早かったからであり、そう

考えると、やはり世継ぎは早いに限ると思

いました。 

 さらに、委譲する際のポイントも学ぶこと

ができました。世継ぎの際に必要なのは、

チャップリンの表現に倣うと「理念と仕組

みとサムマネー」です。理念は経営理念

のこと、仕組みは事業モデルのこと、サム

マネーは豊か過ぎない、どちらかと言えば

危機感のある状況のことを指します。 

理念がないと組織全体が迷います、仕

組みがないと売り上げが立ちません、危

機感がないとひと踏ん張りが効きません。

いずれが欠けても、次世代に上手くバトン

は回らないのだと実感しました。そう考え

ると、トヨタが章男社長（豊田家）に譲った

タイミングは、まさにこれしかないという機

会だったと感じます。アメリカ連邦議会に

召喚されたあのタイミングこそが、トヨタが

一致団結して大政奉還に足並みを揃えら

れる絶好の機会だったのだと思います。さ

すがはトヨタ、組織という生き物をよく研究

しているなあと思いました。 

団遊の脱線的経営言論 

休載 

村本 邦子 

 

１０月から沖縄に滞在している。最初の

2 ヶ月は、沖縄各地を転々と移動しながら

フィールドワーク。本島はこれまで、すで

に、ずいぶん回って来たので、今回は離

島巡りに力を入れている。津堅島、慶良

間諸島の渡嘉敷島、阿嘉島、慶留間島、

外地島、座間味島、八重山諸島の石垣

島、西表島、由布島、竹富島、波照間島、

与那国島、宮古諸島の宮古島、伊良部

島、下地島、大神島、来間島、池間島と並

べると、まるで島のコレクションみたいだ。

それぞれに地形としての島の成り立ちが

違い、自然環境が異なり、地政的条件に

よって中国や台湾、琉球王府や薩摩藩と

の関係があり、沖縄戦の大打撃があり（と

くに地上戦があったか、集団自決があった

か、旧日本軍や米軍との関係、空襲被害

やマラリアも）、島には一定、境界がある

ので、それぞれの個性が際立ち、島を人

格化した民話があっても不思議ではな

い。おもに沖縄戦のトラウマとそれを生き

延びる土地の力に着目するつもりだった

が、明和の大津波や薩摩侵攻の歴史も現

在にまで深く刻まれていることを感じてい

る。時間軸の視野がさらに拡がった。どこ

へ行っても、自分は大和人であり薩摩人

であり、肩身の狭い思いをするが、せめ

て、学び、理解だけはしておかねばと思

う。人頭税石や人頭税廃止記念碑など見

ながら、人頭税なんて歴史で習ったことも

なかったなと思う。暗い歴史の痕跡と向き

合いながら、美しい自然に力を頂いてい

る。最後の１ヶ月は、１ヶ所に定住して、こ

こまで体に沁み込ませてきたことを資源に

して、人々の話に耳を傾け、対話すること

ができたらと考えている。 

 

周辺からの記憶 ―東日本大震

災家族応援プロジェクトー 

Ｐ121～ 

國友 万裕 

いよいよクリスマスイブに受洗です。そ

の準備は着々と進んでいます。クリスチャ

ンになったからといって、特別厳しい生活

を送るわけではありません。教会に来られ

ている人たちも牧師さんも、皆さん、堅苦

しい、厳格な人ではありません。 

人を赦すということ、世の中は理不尽で

あるということ、人には宿命があること、そ

れを受容できるようになったことが僕にと

って、キリスト教を学んで良かったと思う部

分です。 

この頃、死についても徐々に受容できる

ようになってきました。まだまだしたいこと

はあるので自死するつもりはありません

が、いつお迎えが来たにしても、それは神

様が決めたことです。 

 神の存在なんて信じない人もいますが、

もし、神がいないんだったら、なぜ、火や

水や空気や土があるのか、植物があるの

か、動物がいるのか、お米があるのか、

木星や土星があるのか、何もかも説明が

つかないからです。 

 そして、六十を前にして振り返った時に、

僕の人生は確実に見えない力によって導

かれてきたことを感じます。誰かがどこか

で僕の手をひっぱってくれているのです。 

 死んだ後、その謎のすべてが解けるの

かもしれません。 

 まだまだ死にたくはないけど、もうすぐ六

十歳。少しずつ、人生の終活への心構え

はできてきたように思います。 

男は痛い！ 

Ｐ91～ 

西川 友理 

大和大学白鳳短期大学部で保育者養

成に、その他いくつかの場所で社会福祉

士など福祉系専門職養成・および育成に

携わっています。 

先日、今年度の対人援助学会第 15 回

大会で「保育関係者による当事者研究―

保育現場の『しんどさ』等をめぐって―」と

いうコーナーを、さこさんこと迫共先生と、

のりこさんこと南部紀子先生とともに、担

当させていただきました。のりこさんは「こ

れから 3 人でなんか始められそう！」と、

わくわくすることをおっしゃいました。保育

と当事者研究、出会いそうでなかなか出

会いきれないことに、なんともいえないヤ

キモキした思いを抱える私達 3 人です。さ

ぁ、どんな形で動いて行こうかな？ 

福祉系対人援助職養成の 

現場から 

Ｐ64～ 

坂口 伊都 

 久しぶりに対面で対人援助学会が広島

で開催されました。広島に行くのも久しぶ

りでワクワクします。そして、生まれて初め

てスマホで新幹線チケットを購入しました。

エクスプレスをインストールしたまではい

いのですが、教えてくれた方は皆エクスプ

レス専用 IC があるといいます。でも、その

申し込みがあるように見えない。交通系 IC

を使えると書いてあるのですが、登録の

番号を入れても違うと出てきます。違う方

の番号を入れていました。何とか登録でき
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たのですが、予約チケットと交通系 ICに指

定されていない。どうすればいいのか、乗

る直前までわからず、みどりの窓口や切

符売り場は長蛇の列。新大阪駅、人がい

っぱいで怖い。本当にギリギリで交通系

IC と連動させることができました。緊張し

ながら、改札をピッ。通れた～。嬉しくて、

スキップしてしまいました。 

 学会の方も、久しぶりに皆さんと会えて

うれしかったですハチドリ舎のお姉さん、と

ても素敵な方で、娘と娘の幼なじみを連れ

て行きたいと目論んでいます。いろいろな

方との出会いが嬉しくなります。学会実行

委員会の皆さん、ありがとうございました。

堪能しました～。 

立場が変わると何が見える  

P115～ 

河岸 由里子 

【とうとう】 

 喪中はがきの季節である。友人知人か

らの物は、親兄弟を亡くしたことの喪中が

多い。古希を迎える年ともなればそんなも

のだろう。そんな中、平成７年から関係の

あった重症心身障がい者 A さんの喪中は

がきが届いた。言葉もなく、手足の拘縮も

あり、父母特に母親が懸命に介護を続け

てきた。今回の「ああ、相談業務」でも少し

だけ触れた、母親が A さんの感情を理解

できるというケースである。私が初めて A

さんと関わったのは、家庭児童相談員とし

て児童相談所の職員とともに行っていた、

重症心身障がい児・者の家庭訪問を通じ

てである。当時２５歳くらいであった。時折、

体調を崩して入院すると、病院にお見舞

いに行ったりしていた。気管切開をしたこ

ともあった。ある程度父母が年を取ってく

ると、施設活用をする方が多いが、相変

わらず自宅で介護を続けていた。最近は、

年賀状のみの関りだった。先日、その A さ

んが亡くなったという喪中はがきを受け取

った。５３歳だった。生まれた時から、低酸

素脳症で重症心身障がい児として５３年

間生きてきた。父母の生活に大きな穴が

開いただろうと思う。父母も高齢だ。この

後が心配になる。訪問してお線香をあげ

に行こう。ご冥福を祈る。合掌。 
公認心理師・臨床心理士・北海道 

かうんせりんぐるうむ かかし 主宰 

ああ、相談業務 

 Ｐ71～ 

先人の知恵から 

Ｐ157～ 

大谷 多加志 

11 月 11 日・12 日は広島で開催された

対人援助学会第 15 回大会に参加しまし

た。なんだかんだで、初めて対面で参加し

た大会でしたが、これまでの様々な学会

参加の中で最も印象深く面白いく過ごすこ

とができました。さらに、これまでオンライ

ンでは出会っていたものの、たくさんのマ

ガジン執筆者の方々と初めて直接お目に

かかる機会ともなりました。初対面なのに

全然初対面の感覚が無く、すぐに打ち解

けて、現在の取り組みや関心事で話が膨

らんでいくのは、やはりマガジン仲間なら

ではでしょうか。今回の連載は、この学会

参加での体験を絡めて書いてみました。 

発達検査と対人援助学 

Ｐ87～ 

馬渡 徳子 

 9月から 11月にかけて 4年半年ぶりに

オンライン配信なしの学会で発表の機会

を得た。 

 医療関係者の学会にて、現在インフル

エンザの流行時期であったことから参加

者はほぼマスク着用であったが、イブニン

グセミナー終了後の交流会では、とても話

が弾んでいた。 

 私にとっては、昨年度博士前期課程修

了まで全期がコロナ禍のために、先行研

究者の方々とはメールによるご指導をい

ただいてきたことから、ようやくに研究報

告書を添えての直接対面での御礼を申し

上げる機会となった。  

 「様々な年代の患者さん自身のストレン

グスとエンパワーメントに着目したソーシ

ャルワーカーらしい研究内容だったね。何

よりも研究にご協力くださった患者さんの

励みとなると思う。残された課題について

は、案件にふさわしい研究デザインを検

討して引き続き研究しましょう。」とのご感

想をいただいた。 

 私は、正に「ソーシャルワーカーとして患

者さんに育てていただいた」と思う。厳しい

ご指摘やご指導もいただき、落ち込んで

先が観えなくて泣いたこともあったが、研

究意義が伝わったことが心から嬉しかっ

た。 

  さて、このマガジンが公開される時期に

は師走を迎えている。今年も、世界のあち

こちで、まだまだ紛争が収まらない。 

 

 作家の住井すゑ氏が、『住井すゑ対話

集 橋のない川に橋を 1』(労働旬報社)に

て、「幸せに暮らす条件」として、日本国憲

法に保障された人間的な暮らし＝文化的

な暮らし ①忙しさからの解放<時間の余

裕>、②貧しさからの解放<経済の余裕>、

③核兵器や戦争などによる滅亡からの解

放<恒久平和>の三つを挙げておられる。  

 この課題は、これからも私自身の課題と

して真摯に取組んでいきたいと思う。 

 

   「ばあば、 

    しあわせって 

  ぬくぬくするし、 

  こころがしみて 

  わくわくするきぶんやわ。」 

    (小学 4年生の孫のつぶやき) 

皆様に、 

メリークリスマス!  

そして 

良いお年を!                                                                       

馬渡の眼 

P140～ 

鶴谷 主一 

 幼稚園はもっか 12月 8日の「うたおうあ

そぼう音楽会」に向けて、各クラスで練習

が盛り上がってきています！音楽好きの

職員が多いこともあって、アコースティック

ピアノに電子ピアノ、スネアドラムにハイハ

ットシンバル、ギター、45L ゴミペールにガ

ムテープを張った手作りバスドラム、各種

パーカッションを使って伴奏もアレンジして

いきます。 

 なかでも、電子ピアノは音色の種類も

100 種類以上あって、リズムパターンも相

当あります。そして８種類ぐらいの楽器音
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を打ち込んで録音することができるので、

先生達がドラム、ベース、ストリングスなど

をせっせと打ち込んで曲のデーターを作り

ます。先日、何年もかけて 250 曲ぐらいに

なって、メモリーの空きが飽和状態になっ

てしまいました。この電子ピアノは買い替

える予定ですが、今後はタブレットやスマ

ホで打ち込みができるようになると期待し

ています。 

 子どもたちはというと、だんだん歌声が

揃ってきたり、楽器のリズムが合ってきた

りして、楽しくって「もっとやりたい！」という

感じになってきました。イイ感じです♪音

楽会・音楽教育についてはマガジン 30〜

32 号で書いていますので良かったらご覧

下さい。 

原町幼稚園 http://www.haramachi-ki.jp 

メール office@haramachi-ki.jp 

インスタ haramachi.k 

ツイッター haramachikinder 

幼稚園の現場から 

Ｐ61～ 

水野 スウ 

 11月、なんやかやいろいろしてたらマガ

ジン原稿に向かう間がなくなって、今号は

お休みします。 

いま一番気になっているのがパレスチ

ナとイスラエルのこと。悲しみ、怒り、血を

流して泣き叫ぶガザの子どもたちの映像

を目にして、胸のつぶれる思いがしていま

す。民族、宗教、国、土地、、、長い長い歴

史が複雑に絡まりすぎていて、軽々しくも

のを言っちゃいけない気にさせられるけど、

だからって黙ってるのはもっといやだ。 

 しばらく悶々としてたらやがて、同じよう

に何かせずにいられないと思ってる人た

ちが何人もいることがわかってきて、インド

ネシア出身のムスリムの人、ラーメン屋さ

んしてた人、ハンナ・アーレントに関心持っ

てる人、といった多様な人たちと知りあうこ

とができました。長く一緒に活動してるピ

ースウォーク金沢のメンバーとともに、今

回、出会ったばかりの人たちと「パレスチ

ナを知る はじめの一歩」という小さな勉

強会をひらくことに。 

 私はその日、金平成紀さん大矢英代さ

んという 2人のジャーナリストのお話を聞く

ため東京に行っていたので、金沢の「はじ

めの一歩」には参加できなかったけど、二

歩目として、パレスチナの映画会をするこ

とがきまっていて、紅茶の時間でもそのミ

ニミニ上映会をする予定です。 

 東京での金平さんのお話はほぼガザの

ことが中心でした。まず話されたのが、イ

スラエルとガザの、圧倒的な非対称につ

いて。軍事力でも、そして情報の発信力で

も。10/7 から、日本の記者は 1 人もガザ

から伝えていない。つまり私たちが日々目

にしているのは、圧倒的にイスラエルから

の、イスラエルが許している局からの情報

だということを、がつんとわかってないとい

けないと思いました。ちなみに、イスラエル

から従軍報道が許されているイギリスの

BBC は、ハマスのことをテロリストと呼ん

でいません。 

 また金平さんは「４日間の停戦というが、

これは ceasefire ではない、ポーズ、pause

だ、ビデオボタンにある一時停止だ」と。イ

スラエルとハマス、というとらえかたでなく、

長い複雑な歴史をふまえてみなければい

けないこと、善悪二元論で語らないことだ、

ともおっしゃっていました。 

 金沢での「パレスチナを知るはじめの一

歩」の様子、翌 11/27 の北陸中日新聞に

このように。 

https://www.chunichi.co.jp/article/813072

?fbclid=IwAR3Cuti8MKWpVsEMQBX1HJqg

eH4DYrL21wuIGreH93kXr-

rBSN64kZAePuY 

きもちは言葉をさがしている 

休載 

中村 正 

2023 年 11 月 18 日から 24 日までオー

ストラリアに行った。立命館大学人間科学

研究所が日本財団の支援を得て実施して

いるフォスタリングソーシャルワーカー養

成講座のスタディツアーだ。ブリスベン市

を拠点に６ヶ所視察した。ブリスベン市自

体は５度目となる。変わったなと思ったの

は先住民であるアボリジニやトレス海峡諸

島民への敬意の表明の仕方である。2 年

前の前回よりも徹底していた感がある。先

住民の土地にいまいることや長い歴史の

ある土地であることへの敬意が何かの始

まりの前に必ず表明される。今回の学び

はそのことと関連している。オーストラリア

全体の里子の 50％が先住民であることだ。

人口は３％程度となっていることに比較す

ると多いことがわかる。先住民の里子や

里親支援のソーシャルワーカーたちと交

流を持つことができた。植民地問題と関わ

る社会的養育の別の面が見えてくる。真

夏に向かう時期の前後の往復は大変だっ

たが時差が１時間なので体は楽だった。

今後のフォスタリングソーシャルワーカー

養成講座に活かしていきたい。 

臨床社会学の方法 

P２５～ 

安發 明子 

 
春にクラウドファンディングで日本語版

の出版費用を集めたフランスの在宅教育

支援エデュケーターが描いた『ターラの夢

見た家族生活』がついに完成した。精神

疾患をもつ母と暮らす 8 歳のターラちゃん

とエデュケーターが主人公だ。 

先行購入いただいた方には 12 月中に

届き、一般販売も年明けに開始する。家

庭で親子を支えることで子育て経験を良

いものにするという取り組みが全国に広

がる一つのきっかけになるよう願っている。 

漫画の翻訳は吹き出しの中におさまるよ

う、改行位置に気をつけながら言葉を選

ぶので困難を極めた。人の動き、関係性、

言葉遣い、距離感、仕事の中のユーモア、

課題、さまざまなことが伝わるはずと期待

している。 

解説には在宅教育支援の説明のみな

らず、漫画に出てくるエピソードの背景に

ついても盛り込んだ。フランスで販売され

ている 3 冊が 1 冊にまとまって 3000 円、

とても読み応えのある内容だと思うので是

非多くの方に楽しんでいただきたい。 

オンラインの読書会なども開催しているの

で参加をお待ちしています。akikoawa.com 

フランスのソーシャルワーク 

P231～ 

http://www.haramachi-ki.jp/
mailto:office@haramachi-ki.jp
http://akikoawa.com/
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団 士郎 

▲１２月末には初稿を完成させたいと思っ

て、新刊「graphic 家族理解入門」の執筆

に精出している。 

 ところが１０月早々にコロナ陽性、１１月

４～７日は微熱なのでインフルではなかっ

たようだが、気温の乱高下のせいか風邪

気味でグズグズ。 病気に慣れていないも

のだから面倒くさくて仕方なかったが、結

局医者にかかって、投薬を受けた。 

 コロナ以降、人前で咳が出たりするのが

とてもストレスだ。マスクをしていても、周

囲の反応が過度に気になってしまう。 

その結果、掛軸漫画展も準備していた

広島での「対人援助学会」を欠席すること

にした。（漫画展だけは、事務局にお願い

して実施してもらった。ありがとうございま

した） 

凄く残念で、歳をとるってこういうことか

なぁと寂しくもあった。やがて自分がいなく

なる世界なんてことを冷静に考えて、まぁ

当然だからなと思ったりしていた。 

▲木陰の物語「小雨の行列」を紙芝居に

して使っているという東京の人から連絡が

出版社にあった。著作権とか、うるさいこと

を言う気もないので、上演を見せてもらう

ことになった。そして感想は、作家が映画

化された作品を見てよく言う感想と同じだ

った。 

ニュアンスが違う。しかしそういう読み

方をする人たちも当然あるだろう。どこに

重心を感じるかは、作者以外の人の自由

だ。 

絵も紙芝居作家によって全く別物で、物

語の肝も述べたようなものだったが、それ

なのにやっぱり木陰の物語の感じがした。

不思議な気持ちだった。 

晩年 D･A･N通信➎ 

Ｐ～ 

中島 弘美 

社会福祉士をめざす学生さんと、「災害

と地域福祉」について学習する機会があ

った。いきなり災害の話をするよりも、身

近な話題から入ろうと考え、「阪神淡路大

震災のとき、ご家族はどうされていた？」と、

たずねてみると、地震があったことは知っ

ていてもその日のことは詳しく聞いたこと

はないという学生さんが半分以上いた。30

年近く経過すると災害経験は伝わってい

ないのだ。 

彼らは、関心がないわけではないので、

かみ砕いて説明をし、学生同士で意見交

換をしてもらいながら支援の事例を学んだ。

すると「地域の災害を知る必要性を改めて

感じた」「自分が被災したとしても、地域の

支援にあたらないといけない場合は冷静

さが求められる」等の感想があり、そうそう、

その流れでいろいろと吸収していってほし

い！と願う。 

カウンセリングのお作法 

Ｐ42～ 

藤 信子 

来年の春の日本集団精神療法学会の

大会長が、学会の委員会を一緒にしてい

る関係で、私も運営委員になった。現役で

はないので、そんなに働くつもりはなかっ

たし、実際働いてはいないのだけれど、運

営委員会をオンラインで行うため、委員は

全国規模で動いている。13 年前に私が大

会長だった時とは、様子が違って、仕事は

メールでのやりとりが多い。これで運営委

員会の事務局長やプログラム委員長は大

変だな、と気遣うことしかできない。それで

も役割はあり、寄せられた抄録を読む等

忙しかった。と、これは今回原稿を書けな

かった言い訳である。 

解放の心理学へ 

Ｐ39～ 

篠原 ユキオ 

 

時代小説が良い           

最近、時代小説が面白い。昔は山本周

五郎にハマった時期もあったのだが、人

から勧められて読んだ高田郁の『銀二貫』

がなかなか良かったので今まで読まなか

った作家の物をチョイスして読んでいる。

あさのあつこ、朝井まかてらの女性の作

家も気に入っている。もちろん定番の藤沢

周平も時折間にはさみながら。 

若い人たちの今風の恋愛事情や暴力

やゲーム世界のような設定などとは全く異

なり、古い時代の日本人のつつましい生

活や精神構造は読んでいて心が癒される。 

まあ、これも歳を取った証拠なのだと思う

が、後期高齢者には映画も小説も時代物

が心の安定には最適と思うこの頃である。 

HITOKOMART 

Ｐ227～ 

見野 大介 

気づけば、６才の息子が無邪気にサン

タさんへのお手紙を書く時期に。まずい、

年内に納品しないといけない案件がちら

ほら残っている。息子に「とーちゃんもサン

タさんに欲しいもの書いてよー。」と言われ、

思い浮かんだ欲しいものが“時間“やなん

て書けず。頑張って今宵も残業します。 

ハチドリの器 

P4 

鵜野 祐介 

晩秋の午後、大学時代の友人と一年振

りに再会し、京都・北白川の疎水沿いの

小径を二人で散策しました。今年、僕は母

を、彼はお兄様を、それぞれ亡くしました。

「裏を見せ表を見せて散るもみじ」、良寛

の辞世の句とも言われるこの詞章を、どち

らともなく口にしていました。それはまた、

曇った日もあれば晴れた日もある人生を

詠ったようでもあり、短調とみればひらりと

長調に翻るモーツァルトのピアノ協奏曲第

17番の第 2楽章のようだとも。御蔭通近く

の旧知の喫茶店で、香り高い珈琲を味わ

いながら、二人でゆったりと語らった至福

のひとときでした。鵜野祐介」 

うたとかたりの対人援助学 

P161～ 

山口 洋典 

秋の学会シーズン、なかなか複数の場

に参加できないまま、冬を迎えることにな

りました。そうしたなか、11月 4日と 5日に

は、立命館大学大阪いばらきキャンパス

での日本質的心理学会第 20 回大会にて

準備委員会の事務局長という役目をいた

だきました。衣笠キャンパスの所属という

こともあって、ややアウェイな環境でのお

仕事で、多くの方に助けていただきました。

一方、インボイス制度の開始に伴う対応
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など、新たな経験知も得ることができまし

た。 

 学会にはあまり参加できなかったものの、

11月 17日から 19日まで、新潟県小千谷

市を訪れました。日本質的心理学会によ

る「質的心理学研究」18 号に掲載された

論文でも記しましたが、東日本大震災の

復興支援のあり方を考えるにあたり、2012

年度から小千谷市の塩谷集落は立命館

大学のサービスラーニング科目の受入先

としてお世話になってきました。しかし、コ

ロナ禍と高齢化の両面から、2008年 11月

3 日に設立された住民主体のむらづくり団

体「塩谷分校」が活動を終えることになり、

かつての受講生らと共に 11 月 18 日の午

後には閉校式に参加させていただきまし

た。2004年 10月 23日の新潟県中越地震

から来年で 20 年、団体としての活動に幕

は下りたものの、これまで育んできたご縁

に感謝と丁寧な活動に敬意を表しつつ、

引き続き塩谷集落のお仲間として足を運

ばせていただけることを楽しみにしていま

す。 

ＰＢＬの風と土 

Ｐ169～ 

小林 茂 

 突然ですが、対人援助マガジンの連載

を止めようと決断しました。 

年々、日ごろの業務がたくさんに増えて

しまったことに加え、８月の人間ドックの検

査でも治療中のもの以外にも新たに数値

がひっかかり、このまま自制しなければ持

病が増えると、自らの活動の棚卸を決意

した次第です。 

連載の話題が中途半端のままこの連

載を中止することと、対人援助学会の退

会は迷いに迷いましたが、活動の見直し

が必要であった事情をご理解ください。 

これまでごいっしょさせていただき、団

先生を始め、同人の先生皆様、ありがとう

ございました。 
小林さん、ありがとうございました。 

どうぞお元気で。（編集長） 

寺田 弘志  

当マガジン編集長の団士郎さんは、「深

く掘りたいと思ったら、広く掘り始めろ」を

座右の銘にされています。団さんは昔、こ

の言葉と出会い、心に留めてこられたそう

です。最近、庭に穴を掘ることがあり、そ

の言葉がずっと頭の中でリフレインしてい

ました。その真意を思い違いしていたよう

ですが、穴を掘りながら考えたことを、今

回は書いてみます              。 

接骨院に心理学を入れてみた 

P175～ 

古川 秀明      

昨年度、自殺した子どもの数は初めて

500人を超えました。21年の 473人から

27人の増加です。昨年度、ウクライナで、

戦争で死亡した子どもの数も約 500人と

報道されています。今の日本では、戦争

がないのに、戦争をしている国の子どもと

同じ数の子どもが自ら命を絶っています。

子どもに関する相談の第一線にいる以

上、何らかの努力は不可欠だと思いま

す。この取り組みは費用がほとんどかかり

ません。全国の学校で応用して頂ければ

幸いです。 
講演会＆ライブな日々 

Ｐ103～ 

竹中 尚文 

54 号の執筆者短信にも書きましたが、

これまで一緒にやって来たホームレス支

援団体から独立して活動を始めました。

「私は善行をしているのではない」と思って

の行動でした。そうすると日々の生活の中

で、ちょっとしたことに自分の正当性を心

の中で主張している私がいることに気付き

ました。「私は正しい」「私は善なる人間な

のだ」という思いです。忸怩たる思いです。

◆改めて自分の姿を認識したわけですが、

自己正当性を意識した支援活動は被支

援者を見下す視線につながるようです。こ

のような視線については、ホームレスの人

たちは敏感です。この点については、活動

規模は小さくなったけれど、自分自身のた

めにも独立してよかったと思っています。

◆一方で、私たちの支援活動のスタッフ

は少人数になりました。すなわち、手が足

りないという状態になっています。手伝っ

てもいいよと思われる方を募集しています。

◆活動の内容は、食品(いなり寿司、ゆで

卵等)と日用品(固形石鹸、ひげ剃り、歯ブ

ラシ等)の配布です。活動の日時は、毎月

第４火曜日の午後７時半から 30分程度で

配布します。手伝ってくださる方は午後 7

時に地図の場所(大阪市の中之島公会堂

東側広場)においで下さい。当面の日程は、

12月 26日(火)・1月 23日(火)・2月 27日

(火)・3 月 26 日(火)を予定しています。お

越しいただく時は、防寒対策をしっかりし

ておいで下さい。◆遠方の方で、手伝って

もいいよという方にお願いです。ホテルで

宿泊されたときに、使わなかった固形石鹸、

ひげ剃り、歯ブラシなどを送って下されば

嬉しいです。送り先：〒679-2111 姫路市

山田町多田 専光寺 

 
路上生活者の個人史 

ｐ 

きむら あきこ  

もうすぐ 1 年が終わる。今年は、いつも

の年とは少し違った１年になった。やる気

が出ない。あまりにもやる気が出ないため

に、８月から、女性専用の「〇―ブス」とい

うスポーツジムに通いだした。週２回は通

っている。周囲からは、「らしくないね。意

外だね。」とからかわれながら続いている。 

運動している時の無心になる感じが心地

よい。頑張り過ぎると、逆に体が動かなく

なる。（持病のせい） 

 映画館の会員登録をして、お得に映画

鑑賞をしようと思ったものの、会員になっ

た途端、全然タイミングが悪く映画を観に

行けていない。まったくお得感がない。観

たい映画はたくさんあるのに・・・ 

 あと一つ。チャレンジしたくて間に合わな

かったことが残ってしまった。 

やる気が出ない割には、やろうとしてい

る。その昔、息子に言われた。「やる気は

やりださないと出てこないよ。何もしなかっ

たら、いつまでも、やる気は出ないらしい

よ。」と。 

残りわずか。今は、クリスマスソングの

練習中！ 

かぞくのはなし 

ｐ 
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山下 桂永子 

 今年度から教育センターでの肩書が

変わりました。これまで「心理指導員」とい

う肩書だったのですが、「主任相談員」と

いうものになりました。給料は今のところ

ほぼ変わりません。「心理コーディネータ

ー」という肩書にしてくれと言ったのですが、

却下でした。学校現場に「コーディネータ

ー」という肩書の先生がいっぱいいるので

すよね。 

仕事の内容は

といえば、あまり

変わりませんが

大きく 1 つだけ変

わったことは、週

に 2回、10年ぶり

ぐらいに適応指導

教室で子どもたち

と過ごすことになりました。教育相談との

両立はなかなか難しいのですが、中学生

の数学に四苦八苦したり、ボードゲームで

熱戦を繰り広げたり、調理実習で子どもた

ちと土鍋で炊いた新米でおにぎり作って頬

張ったりと楽しい日々です。 

心理コーディネーターになるために 

ｐ 

脇野 千惠 

先日、コロナ禍以来４年ぶりに高校の

同級生と出会った。その間、友人はコロナ

に罹ったらしい。無事だったのは、何より

だ。今年、2 人は‟古希“を迎えた。思春期

にいっぱいしゃべり、部活をし、帰りに寄り

道をしたり…たくさんの時間を共に過ごし

たことが思い出される。随分と年を重ねた

ものだなと、友人の顔を見て思う。昔の思

い出もあるが、話の中身は、専ら健康のこ

と。これからやりたいこと。主婦として長年

頑張ってきた彼女は、外に出て何かした

いと言う。私はといえば、もうそろそろ仕事

をセーブしスローな生活がしたいと。互い

に生活スタイルは違うが、70 歳を迎え自

分らしくありたいと思うのは一緒だ。実は、

古希を祝う学年の同窓会が予定されてい

た。なかには故人になった友人もいるだろ

う。私たちはそんな大勢の同級生と会うの

が苦手なので、あえて 2人の同窓会とした。

紅葉狩りのあと、お寺でのライヴに。素敵

な時を共に過ごせたこと、幸せな一日だっ

た。 

こころ日記「ぼちぼち」 

P 

千葉 晃央 

広島大会の前に、時間があったので袋

町小学校平和資料館へ大谷さんといった。

小学校で平和資料館を持っているのがこ

の土地。この小学校は原爆投下の爆風で

鉄筋コンクリートの建物の外枠だけ残し、

他は吹き飛ばされたそうである。周辺は木

造ばかりで焼け野原に。その結果、この

建物の中に人が集まったそうである。焼き

尽くされたときに残るのはチョークと焦げ

た壁。住民の安否情報や伝言が直接壁に

書かれた。その壁は戦後復興時には消さ

れることなく上から覆われ、小学校として

使われた。それが後年発見され、そのま

ま保存されている。爆風で折れ曲がった

鉄の扉や窓枠も展示。壁に残されたメッセ

ージに登場する家族を追ったドキュメンタ

リーも映像として見せていただいた。 

 

被ばくを耐え抜いた「被爆建物」は、近く

にある旧日本銀行広島支店も同様と聞き、

立ちよった。旧日本銀行広島支店は 1992

年まで利用された被爆建物。頑丈な建物

で爆心地から 380m しか離れていないが

今も残っている。現在は、展示会場として

も使われていて、今回は広島の海外移民

を伝える展示をしていた。また、００７かル

パンでしか見ないような地下金庫の本物

も見学。 

広島市の路面電車、広電では京都市マー

クをつけた旧京都市電車両に出会う。「路

面電車は道路上で車より優先」ということ

を決めた地域だけが路面電車が残ったと

きく。よく動画サイトで京都市電の昔の動

画を見るが軌道内に車が入って、道路上

が混乱していた場面もよく見る。また当時

は歩道が狭いし、未整備であった。広島で

走る京都市電の姿は過去の記録映像とし

ていたものが目の前にあるのでうれしいよ

うで、寂しいような、うらやましいような気

持にもなった。 

  

私の祖父は原爆投下前の広島の陸軍

病院に入院していた。そのまま秋田に引

き上げ、傷痍軍人として戦中の後半を過

ごした。その陸軍病院の場所を前回来た

時に教えてもらった。陸軍病院も原爆投

下でなくなってしまっただろうことを知った。

今回の被爆樹木のフィールドワークでは

広島城内の元陸軍の広島大本営やその

関連建物の痕跡にも触れた。そして、その

案内をしてくださった渡部久仁子さん

（ANT-Hiroshima）の祖母はその陸軍病院

で看護師として働いていたと教えてもらっ

た。私の祖父もお世話になったかもしれな

いのである。渡部さんには「またよければ

祖母に会いに来てください」と声をかけて

いただいた。広島大会は個人的にも忘れ

られない学びとなった。 

家族支援と対人援助  ちばっち 

chibachi@f2.dion.ne.jp 

090-9277-5049 

障害者福祉援助論 

Ｐ18～ 

荒木 晃子 

3 年余りに渡る毎月のオンライン・カウ

ンセリングを経て、この 10 月から再び島

根出張が始ま った。現時点で、私の業務

に特に目立つ変化は生じていない。変わ

ったといえば、この春以降の 体調不良に

酷暑が追い打ちをかけ、７月以降、体重

が１０kg ほど落ちた程度だろう。気力は使 

うが体力はさほど必要としないため、相も

変わらず不妊患者や通院するカップル、

通院後も相 談を必要とする方々のカウン

セラーとして、現在もいつもと変わらない

自分がある。 

 一方、島根県で同時期に導入されたパ

ートナーシップ制への対応に、医療環境

の整備は必 須と考え動き始めた自分もあ

る。地元の当事者にアクセスし、院内勉強

会を企画、開催した。医 療現場に LGBTQ 

当事者を患者としてお迎えするにあたり、

医療者としての知識以前に、必要 不可欠

mailto:chibachi@f2.dion.ne.jp
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な知識と情報を、院内スタッフ全体に周知

する必要があるからだった。世間では、セ

クシュアルマイノリティ―当事者への差

別、「LGBTQ 理解のための人権教育」の

教育現場への導 入、同性婚訴訟、性別

変更のための手術要件の一部撤廃他、あ

らゆる領域で関連情報を見聞 きする機会

が増えた。しかし、いずれも医療現場で当

事者を迎えるにあたり有用な情報とは言 

言い難く、あまり参考にはならない。しか

も、世間にはそういった話題に関心を持た

ない人々も 多く、当然ながら医療者とて

例外ではない。そこで、勉強会は「まず

は、知ること」からスタートし た。その内容

は、次号で紹介できればと考えている。 

生殖医療と家族援助 

ｐ 

岡崎 正明 

おかげさまで対人援助学会広島大会が

盛況のうちに無事終了した。参加してくだ

さったみなさん、本当にありがとうございま

した。感謝の言葉や想いは別稿に書かせ

てもらったので、ここでは参加した企画で

感じたことを少し書かせてもらいたい。 

 その１。記念講演。広島出身と名乗るの

が恥ずかしいほど、私は被爆者のことも、

被爆後の人々の苦労や葛藤や、それでも

前を向いてきた姿をほとんど何も知らない

なあと改めて実感。もっとその声を聴き、

生き様を知りたいなと感じた。そして自分

の子どもたちにもつないでいきたいなと。 

 その２。ハチドリ舎企画。私は企画発案

者でありながら、一番近い特等席で見さ

せてもらう参加者のような気分だった。そ

してみなさんが私が面白がっているものを、

同じように面白がって興味津々な眼差し

で見ている様子を、最高のご褒美と感じな

がら味わっていました。 

 その３。本間先生企画。中村先生、村本

先生の話も相まって、非常に深く感じるこ

との多い時間。3 名の実践家のそれぞれ

の視点や知恵や葛藤や哲学の一端が見

えて、自分が支援職として今後どうあるべ

きか、その覚悟を作っていく上でのヒント

をたくさんもらった。 

 その４。ポスターセッション。墨遊びがあ

る景色が良かったー。自分も参加したけど、

時間があればもっと遊びたかったな～。で

も他人が遊んでいる姿を見るのも面白く。

様々な発表者のお話を聴いて、たくさんの

刺激をもらった。 

 その５。保育の当事者研究企画。当事

者研究はやはり予想通り面白い！南部先

生の温かい語り口と、子どもの伴走者とし

ての視点に立った関わりに感心と共感の

嵐。 

 その６。心理支援ツール体験企画。今の

児相の現状でも、対立や指導だけでなく、

なんとか前向きな知恵を出して親子を支

援しようとするアイデア。面白いしその姿

勢がサイコー。グループワークで時間を忘

れるほど楽しんでしまった。 

 本当はもっとアレコレ書いたり誰かと共

有したいところですが、一旦この辺で。ここ

まで書いてあらためて、自分はいわゆる

ホスト側なのに、結構楽しんでいてよかっ

たのだろうか？自分の結婚式で料理完食

しちゃうみたいな。なんかすみません。で

もその方が皆さん楽しめる？ということに

しておきます。 

役場の対人援助論 

ｐ 

來須（らいす）真紀  

  ９月の終わりにバタンと倒れました。体

の強さにはかなり自信があったので、正  

直ショックでした。それからも体調がいま

いちすぐれず、実は今も休職しています。 

  しかし、一番困ったのは、どこの病院に

行っても「原因が分からない」と言われる

こと でした。原因が分からないということ

で「本当は、元気なのに甘えている」と思

われているのではないかと思ったりしたこ

ともあった。かなり神経もすり減り、「対人

援助職をやめなければならないかも？」と

焦っている自分もいました。しかし、少しず

つですが「今の職場だけが対人援助では

ない」と思えるようにもなり、今は、長い目

で体調不良を治そうと思えるようになって

きました。よく言う言葉なのですが、「病  

気なって弱い人の気持ちがよくわかる」と

いう感じがこれなのでしょう。おかげさま  

で気分よく動ける時間は増えてきているよ

うな気がする。 

しかし、母親業には病休は ないので、

相変わらず母親業は続いている。正直、

これはキツイ。習い事に付き合ったり、送

り迎えをしたり。しかし、こちらも「母親の気

持ちがよくわかる」という感じな のでしょ

う。自身の病気を通して、ちょっとだけモノ

の見方が増えた気がするこの頃 でした。 

教室の窓から 

P307～ 

 

小池 英梨子 

今月の１ショット。先輩さくらねこさんが

見守る中で TNR。 

 
そうだ、猫に聞いてみよう 

P151～ 

工藤 芳幸 

この『対人援助学マガジン』に掲載させ

ていただくようになってから、休載にするこ

とはあっても短信は毎回送るようにしてい

ましが、急にいろいろ動かないといけない

ことばかりが続き、諸事に挟まれて危うく

忘れるところでした（本編は休載いたしま

す）。 

先日、ある場所で講演させていただく機

会があり、その資料にマガジンに書いてい

る「みちくさ言語療法」の一部を使いまし

た。仕事上の役割を身にまとったカチッと

した場面では、ここに書いている内容を正

面から話すことはなかったのですが（何し

ろタイトルが「みちくさ」ですので）。道草の

方が本道になってきたのか、そもそも道草

というのが勘違いなのか。そのあたりは定

かではないですが、道草には価値がある

と思っています。休載を挟むことが多いの

で本編がなかなか進みませんが、タイトル

がタイトルなのでいつまでも進まないかも

知れません。 

みちくさ言語療法 

休載 

一宮 茂子 

生体肝ドナーをめぐる物語 

休載 

 


